











































































































機    種 普及台数(台) 前年比 自販金額(千円) 前年比 
   （％） (2002年1～12月) （％） 
飲    料 2,589,700 99.1 2,765,215,200 98.1 
食    品 144,700 97.3 105,492,300 98.0 
た  ば こ 629,100 100.1 1,976,653,600 99.5 
券    類 41,800 99.8 1,687,665,800 99.7 
そ  の 他 907,600 99.6 349,648,000 100.0 
自動サービス 1,211,800 99.8 92,209,000 100.2 
合    計 5,524,700 99.4 6,979,883,900 99.0 




















表2  種別普及状況 
































食品自販機 144,700台  
ガム・キャンディ他  0.9％
パン・おつまみ・麺類他 0.9％ 
アイスクリーム他  0.8％ 
乗車券  0.4％ 
食券・入場券他  0.4％ 
券類自販機 41,800台  
切手・新聞・雑誌他  0.2％ 
カミソリ・靴下他  2.3％ 
生理・生産用品  1.1％ 
乾 電 池 ・ 玩 具 ・ カ ー ド 他
12.8％ 
両替機  1.5％ 




















コーヒー・ココア  3.3％ 





























昭和 1945 年 8 月 15 日、太平洋戦争が終結した。経済、国民生活は荒廃し、暫く戦後の
混乱状態が続いたが、1950年6月の朝鮮戦争  による特需景気を始め、1955年からは戦後
初の好況期を迎える。“神武景気”を起点に経済の高度成長が始まった。1960年末には所得
























































































































数は 8 万 513 台となった。また、2001 年（1～12 月）における自販機及び自動サービス機
によって売られた自販金額の合計は 142,548 百万ウォンとなった。日本に比べると台数の
























































































狭いものをナローバンドという。従来の 56Kbps、ISDN で 64Kbps 以上の通信を一般的にブ
ロードバンドという。ブロードバンドによる通信が可能になると、ＴＶ放送のようなこと
もインターネットでできるようになる。今後のインターネットはブロードバンド時代に突
入する。 
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